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織と病巣とのX線吸収差が大きいほど診断すな
わち読影が容易となります。残念ながら，乳腺
も乳癌腫瘍もほぼ水と同じ濃度（その差は，わ
ずか0．2）であるわけです。このことは，脂肪が
背景を多く占める乳房（制令者）では病巣は容
易に検出できても，乳腺が大部分を占める乳房
（若年者）では，その検出は極めて困難で赴水の
中のフ最を識別するといった誇張した意味合も，
その困難性を最大限に表現したものといえます。
一方，石灰化については，表1から明らかなよ
うに，X線吸収度は他の組織に比べて大きいた
め，かなり鮮明に描出され識別も容易です。と
ころが，石灰化像は，ちょうどミ食卓塩をこぼ
したモようなもので，その大きさは一様ではな
　　　　　　　　　　　くミクロン　く，2mm以上のものから90μm（1Xtm　＝・1／1000mm）
の微小なものまであり，一般に小さいものほど
癌との相関が高いとされています。そして乳腺
組織の中に埋没している微小な石灰化を検出す
るのも容易ではありません。しかし，乳癌の多
発年令が40歳代であることや，最近では精査の
ための専用撮影装置の普及，撮影技術水準の向
上などによって，少ない被曝量で高い正診率が
得られていることもたしかです。
　X線電子写真法による新しい展開
　乳癌のX線診断は対象組織のX線吸収差が極
めて少ないことと，他の診断部位に比べて微細
レベルでの診断が要求されるため想像以上に難
しいことが理解いただけたと思いますが，その
困難性を補う方法に，ゼロラジオグラフィがあ
ります。これは1968年頃から，通常の事務用複
写機の原理を基本原理として開発されたもので，
軟部組織の癌，特に乳癌の診断に有力な武器と
して普及が進んでいますが，このたび，新しい
システム（KIP法）による国産のX線電子写真
装置が開発され，その実用1号機が財団法人大
阪癌研究会の援助により，阪大微研病院放射線
科に設置されることになりました。
　この原理を簡．単に述べますと，従来のX線フ
ィルムの代りに，基板上に高純度のセレン（Se），
テルル（Te）といった光導電材料を表面に蒸着
したものを感光板として用います。先ず，①こ
の感光板をイオン発生装置の下を通過させ，表
面にプラス（十）の電荷（静電気）を均等に帯電
させることによって，X線に対する感光性をも
たせます。②人体を透過したX線が当ると，X
線の透過の程度に応じて，表面の電荷が放電し，
そこに電荷による強弱の分布が生じ潜像が作ら
れます。③この撮影した感光板にプラス（＋）又
はマイナス（一）に帯電された黒色の微粒子粉末
（トナー）を吹き付けると，電荷の強弱に応じて
粉末が付着し可視像となります。④この粉末像
を透明なフィルムに転写し，熱定着して通常の
X線写真と同じように観察が可能となります。
このシステムの最大の特徴は，非銀塩システム
であることと，組織間のわずかなX線吸収差で
も，その境界の部分（濃度変化のある部分）が
極端に強調される電子写真に特有の辺縁効果
（エッジ効果）を持つことです。これによって乳
房の微細構造がより鮮明に描出され，病巣の判
読もしゃすくなるため，乳癌の診断にも大きな
偉力を発揮するものと期待されます。
　以上，乳癌のX線診断の現状を紹介しました
が，最近ではX線診断と同じように画像（イメ
ージ）診断を行なう陛下診断法として，超音波，
X線CTなどもあり，すでに日常検査のなかに
くみこまれています。しかし，これらの診断法
も多くの場合お互に補うべき性質のもので，今
後はそれぞれの特徴を考え，最も適当な検査を
取捨選択して組合わせ，能率的な診断を進めて
いく必要があります。
　いずれにしても，乳癌に勝利するためには検
診による早期発見が有効な手段となることはい
うまでもありません。
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